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研究目的 
多層密閉空気層による断熱の原理は､動かない空気層を多数形成することであり､密閉された薄い空気層を多

数重ねることにより断熱性能を確保することが可能であると考えられます｡金属板等の不燃材料で多層空気層

による断熱壁を構築できれば､断熱性能と防火性能を備えた北海道に適した外装システムが実現できます｡ 

本研究では､金属板等の不燃材料を用いて多層の密閉空気層を形成することにより､グラスウール相当の断熱

性能を実現し､また建築基準法に規定された防火性能を備えた防火断熱外壁を開発することを目的とします。 

 

研究概要 
本研究では､以下の点について検討を行いました｡ 

①材料構成の検討  

②多層空気層構造外壁の断熱性能の検討  

③多層空気層構造外壁の防火性能の検討 

小型試験体による材料構成および性能の検討 
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  試験体外観   試験体内部(反射面有り)   小型加熱炉      加熱後試験体 

 

断熱性能                          ■防火性能 

 

 

 

中型試験体による大型化の検討 
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研究成果・活用方法 
密閉された薄い空気層を多数重ねることによる多層空気層構造外壁について、断熱性能と防火性能の検証を

行い、材料構成と性能の関 、グラスウール相当の断熱性能と30分の防火性能を実現

する壁体構成を提案しまし 、大型化した場合や施工上の課題を明らかにしました。 

体        試験

係を明らかにするとともに

た。また、実用化に向けて
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